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2 Pp－ 1 新旧服･装ファッションに関する女性の識別行勁

　　共立女大：八幡香菜子、酒井哲也、放送大
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〔(社)日本家政学会

：中川芳子、 ○酒井豊子

1的：筆者らは。人々が服装ファッションの新1日をどのように識別しているかについて女

子大生をパネラーとして調査してきた。今回はパネラーの範囲を広げ、20才代から60才代

の女性をパネラーとして同様の調査を行い、年齢層による差を明らかにする。

方法：服装雑誌「装苑」の1978年から1988年のＵ年間の掲載記事の中から。パネラーに呈
示する服装写真を選んだ。服装写真はスーツを中心に同じ年毎に２点を１組とし｡11年間

の申から７組を選び、１枚の紙面にランダムに配置した。これをパネラーに呈示し。年代

順を判定してもらった。また、判定の手がかりとした服装の特徴について回答を求めたレ

結果: 7組のサンプルについて各パネラーの回答した年代順位と、正しい年代順位とに関
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して、Spearmanの順位相関係数を求め．パネラーの年層別に順位相関係数の平均値および

分布について検討した。順位相関係数の平均値は、20才代が最も大きく、年層が高くなる

ほど小さくなった。20才代では、20才代前半（学生）群が20才代後半群より高い価であっ

た。学生をパネラーとした前報の結果では、１年生（18⌒20才）より４年生（21～24才）＝

の値が大きいことが明らかであり、20才代前半（学生）群が最も流行に敏感であるといえ万
る。順位相関係数の分布は。年層が若いほどプラス側か増加し、年層が高いほどＯ近傍の

割合が大きくなった。特に60才代ではＯを中心とした対称型の分布、すなわち全くランダ

ムに順位付けた場合に近い分布を示した。人々が服装の新旧を判断する手がかりは、スカ

ート丈が最も重要な要素で。その他フィット性。肩幅、柄、ディテールデザインや、さら’

に服装全体の雰囲気。モデルの表情なども判断要素とされていた。

2 Pp－ 2 下着の着用に関わる要因の検討第i報）―着用意識-

　○名古屋女大短大　原田妙子　　名古屋女大家政　石原久代
　　名古屋女子文化短大　鈴木妃美子

　目的　下着メーカーにより新製品が開発され，通信販売においても下着を主軸に扱った

会社も出現し，最近ではテレビのCMやポスター等により，次々と紹介されている。しか
し，それらの情報は一方的に提供されるものが多く，この多様化した下着が果たして消費

者にとって正しく理解された上で着用されているかは疑問である。そのような中でここ数

年，下着に関する研究はいくつか報告されているが，洋服の着装状態との関係を追求した

ものは少ない。そこで本研究ではまず第１報として，女子大生を対象に，下着の着用と被

服着装との関係を探るために，着用状況や意識などに関する調査を行い検討した6

　方法　女子大生270名を対象に集合調査法により，着用目的，購入・着用時のポイント

などを含む12項目にづいてアンケートを行った。実施時期は, 1993年11月である。

　結果　アンケートの結果，下着を着ける目的として，ショーツ，ブラジャーは習慣でと

回答されたものが最も多かったが，ブラジャー及びガードルは整容目的もあげられている
また，スリップ，キャミソール，ペチコート等ランジェリー類は，汗や汚れの吸収の他に

洋服のすべりがあげられ，ペチコートについては，下着の線がひびかないためという回答

も多かった。次に洋服に合わせて下着を選ぶと答えた人は約半数で，中でも特に色を合わ

せる人が最も多いといえる。なおランジェリー類は，形状についても洋服に合わせると答

えている。服種についてみると，生地，色共に薄いブラウスとフィットしたパンツを着用

した時に^％以上の人がいつも洋服に合わせて下着を選んでおり，逆に生地が厚く色が濃

いセーターと膝丈以上のフレアースカートの時は25％以上が全く考えないと答えている。
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